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研究成果の概要（和文）：研究プロジェクトのテーマに沿ってメンバーがそれぞれ分担部分につ

いて研究を進め、複数の論文を書いた。そしてイギリスから２名の研究者に協力を依頼しコン

ファレンスで報告してもらった結果、イギリスの経済思想史における人口・貧困・福祉に関す

る議論について、アダム・スミスから２０世紀後半に至るまでの研究の成果を通史としてまと

める段階に達した。さらに、フランス、ドイツ、スウェーデン、イタリアからも研究者を招聘

し、コンファレンスを毎年１回から２回行った結果、他の諸国における議論と比較したイギリ

スにおける議論の特徴もかなり明らかにすることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The members of the research project have carried out their 

researches in their allotted parts and have written several papers. We also asked scholars 

of Britain, France, Germany, Sweden and Italy to write papers on the theme of our project 

and present them at the conferences we held for our project. As a result, we have gotten a 

sufficient number of research papers to make a general history of the arguments on 

population, poverty and welfare in the history of British economic thought. We have also 

made clear the characteristics of th arguments on the theme in Britain compared with 

some other countries in Europe.    
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 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2009 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2010 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2011 年度 2,468,841 740,653 3,209,494 

2012 年度 931,159 279,347 1,210,506 

総 計 11,300,000 3,390,000 14,690,000 
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１．研究開始当初の背景 

経済学・経済思想の歴史において長い間、下
層の人々の貧困や福祉は主要な問題として
それらを左右する要因と対策が、人口を主要
な関連要因として考察されてきた。しかしな
がら、現代の経済学においては、単なる与件

の１つとして扱われ、人口は下層の人々の福
祉を左右する重要な要因としては扱われな
くなった。 

 経済学の発展の歴史が典型的に展開され
たイギリスにおいては、スミスに始まる古典
派から２０世紀のケインズに至るまで、労働
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者階級の貧困と福祉が主要なテーマであり、
人口との関連でつねに論じられてきた。しか
もイギリスにおいては、エリザベス１世の時
代以来救貧法(Poor Laws)が２０世紀の半ば
に至るまで存在し、そのあり方および存否が
経済学においてつねに論争対象となってき
たのである。 

 以上のような歴史的背景に加え、下層の
人々の貧困・福祉の問題は現代の先進諸国に
おいても解決されたとは言い難い状況にあ
り、また人口の問題は世界的にみるとイギリ
スの古典派経済学者たちがそれを人々の福
祉を左右する重大な要因と考えた状況が、依
然として存在するのである。このような状況
を考慮し、特にイギリスにおいて経済学・経
済思想は人口との関連で下層の人々の貧
困・福祉の問題にどのように取り組んできた
かを体系的に研究する研究プロジェクトを
構想したのである。 

 

２．研究の目的 

研究の全期間と通じてイギリスの経済学・経
済思想の歴史において、人口との関連で下層
の人々の貧困と福祉の問題が、特にそれらを
左右する要因と解決策に関して、どのように
論じられてきたかを、スミスから２０世紀に
至るまでの期間について、系統的に研究し、
現代における下層の人々の貧困・福祉の問題
を考える上で有用な知見を得ることを目指
した。 

 

３．研究の方法 

上記の研究目的を達成する上で不可欠なの
は、イギリスの経済学史・経済思想史につい
て、様々な時期、人物を専門的研究対象とす
る研究者を主要なメンバーとする研究組織
を構成し、さらにイギリスとその他の諸国の
専門的研究者の協力を得て、国際比較の視点
を加えつつ研究を遂行するという方法をと
った。イギリスにおける議論の特徴を明らか
にするには、国際比較の視点が不可欠である
と考えたからである。 
 外国研究者としては、イギリスから J.Vint 
(Manchester Metropolitan University), 
M.Quinn(University College, London), フ
ラ ン スから G.Faccarello(University of 
Paris 2), Jerome Lange(University of Paris, 
Descartes), ドイ ツから T.Pierenkemper 
(Koeln University), スウェーデンから
M.Lundhal(University of Stockholm),イタ
リアから Antonella Stirati(Univertsity of 
Rome), Claudia Sunna(University of 
Salento), Alberto Chilosi(University of 
Pisa)を招聘した。 
 
４．研究成果 
研究代表者と分担者は、それぞれが専門とす

る時期、および人物について、人口との関連
を考慮しつつ、下層の人々の貧困・福祉の問
題についての議論を検討し、それらの議論に
みられる主要な考え方（貧困の原因、対策、
下層の人々一般の福祉の向上を実現する方
法など）を明らかにし、論文を日本語と英語
で書き、学会および研究会、国際コンファレ
ンスなどで発表した。さらに、イギリス、フ
ランス、ドイツ、イタリア、スウェーデンの
研究者に協力を依頼し、それぞれの国の経済
思想の歴史において、下層の人々の貧困・福
祉の問題が人口との関連でどのように論じ
られ、どのような対策が考えられてきたかに
ついて、論文を書き、彼らを招聘したコンフ
ァレンスにおいて報告してもらい、国際比較
をイギリスと中心として行った。以上をプロ
ジェクトの全期間にわたって行った結果、イ
ギリスの経済思想史における人口・貧困・福
祉に関する議論を１つの通史としてまとめ
うる段階に達したと考える。また国際比較を
あう程度行うことによって、イギリス経済思
想史における下層に人々の貧困と福祉に関
する議論の特徴をかなり明らかにすること
ができた。 
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2)新村聡、「アダム・スミスの社会的自由主
義―金融規制政策と所得再分配政策を中心
として―」『経済科学通信』129 巻、62-67, 
2012 年。査読無。 
3)小峯敦「経済と福祉の連環─ベヴァリッ
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